
令和５年度

改善方策

１０月 ２月

○基礎・基本の確実な
定着

帯タイム、タブレットを活用したド
リル学習の充実

習熟度テストで正答率30％以下
の生徒：15％以下

○「主体的で深い学び」
の授業改善の実施

単元別テストの実施
家庭学習が習慣化した生徒：
80％以上

〇ＩＣＴを活用した授業
改善

ＩＣＴを活用した授業の実施
生徒アンケートの実施

ICTを使うことで自分に合った学
習ができている生徒９０％

○体力運動能力の向上
部活動及び体育的行事の活性
化

新体力テスト県平均以上の種目
数：８種目中６種目以上

○生活指導の徹底
「安芸津中生徒めざす姿四訓」
の定着の徹底

達成している生徒：90％以上

○教育相談の充実

ソーシャルトレーニングの実施
各学期に1回以上，個人面談を
実施
生活アンケートの実施

学校が楽しいと感じる生徒：85％
以上

○生徒会活動と緑化活
動の活性化

生徒の活動する場面の設
　定（三大行事・緑化活動）

生徒の行事満足度：95％以上

○地域貢献活動・防災
教育の充実

総合的な学習の時間の充
実と情報発信（各学期1回以上
の地域貢献，防災学習の実施）

生徒の資源回収やボランティア
活動への活動率：80％以上

○情報発信

学校だより等の月１回以
上配布とＨＰの計画的な
更新月平均２回以上
参観授業実施年３回以上

学校の様子がよく分かると感じる
保護者：90％以上

○信頼される教職員 管理及び服務研修の実施

服務研修年間8回以上不祥事防止
チェック項目（情報管理・服務関係・
体罰セクハラ・交通ルール）達成率
100（％）

○働き方改革
学校組織の適正化と分掌等役
割配分の適正化

時間外在校等時間が前年度より
減少した教職員：100%
月80時間以上の教職員数：０

○小中連携の充実
年間４回の会議，１回の合同研
修会の開催,美術科授業交流，
体験入学の実施

卒業時に安芸津町の学校で学ん
でよかったと答えた生徒：90％以
上

　

　

　

学　校　評　価　表 （　中間評価　・　最終評価　） 東広島市立安芸津中学校

学校教育目標
確かな学力を身につけ，心豊かでたくましく，主体的に生きる生徒の育成

「学んでよかった」　～　学びたい・学ばせたい学校　～
経営理念

家庭・地域との信頼関係を基盤とし，地域へ感謝し，地域の一員としての自覚と誇りをもち，これからの時代を
担う生徒の育成

評価 コメント

評価計画 自己評価
学校関係者評価

（学校運営協議会による評価）

項
目

重
点

中期経営目標 短期経営目標 目標達成のための方策

2
規範意識の向上と地域
と共に育つ感性豊かな
生徒の育成

達成値
達成度 評価 結果と課題の分析評価項目

目
標
値

信
頼
さ
れ
る
学
校

3
情報公開と地域に信
頼される開かれた学
校づくり

※目標の精選と重点化を行い、重点の項に「１」「２」「３」で表示する。

　

改善方策

学
習
指
導

1
「基礎・基本」の確実な
定着と授業改善の推進
を図る

生
徒
指
導

■自己評価

４…目標を上回って達成 ３…目標どおりに達成

２…目標をやや下回って達成 １…目標をかなり下回って達成

■学校関係者評価 （学校運営協議会による評価）
Ａ…とても適切である Ｂ…概ね適切である
Ｃ…あまり適切でない Ｄ…全く適切でない
（Ｎ…判定できない）


